
 

 

 

 

 

県・金沢大学・いしかわ学生定着推進協議会の連携による 
講義「アントレプレナーシップⅠ 2040 年の仕事論」の開講について 

 

県では、将来にわたって地域の活力を維持・発展させていくため、情熱をもって地域で

活動する若者が必要であると考え、県内８大学と協働でインターンシップや地域での起業

促進に取り組んでおり、その一環として、今春、金沢大学及びいしかわ学生定着推進協議

会と連携し、同大の共通教育科目(自由履修科目)として「アントレプレナーシップⅠ」(全

８回)を開講いたします。 

本講義は、各業界の最前線を走るリーダーの方々から、事業を通じて実現させたい未来

像や、仕事にかける思いなどを直接ご講演いただくオムニバス形式となっており、地域の

次代を担う学生に、人生をかけて目指す方向（コンパス）を見つけていただくことを目的

としています。 

 

＜概 要＞ 

○テーマ 

「アントレプレナーシップⅠ 2040 年の仕事論」 

 

○対象 

 石川県内の全ての学生（大学生、短大生、大学院生など） 

 

○期間 

 平成３１年４月１２日（金）～６月７日（金） 

毎週金曜５限（16：30～18：00） ※初回 4/12 

 

○会場 

 金沢大学角間キャンパス 総合教育講義棟 A1講義室 （金沢市角間町） 

 

○講師 

 有識者８名が登壇します。別添チラシを参照ください。 

 

○主催 

 石川県・金沢大学・いしかわ学生定着推進協議会 

 

○本事業に関する問い合わせ先 

 石川県 商工労働部 人材確保・定住政策推進室 

  TEL 076-225-1532 

  MAIL e191300a@pref.ishikawa.lg.jp 

   

 

担 

 

当 

平成３１年４月１０日（水） 
石川県商工労働部労働企画課 
Ｇ Ｌ 野崎 祥一 
主任主事 大方 駿之介 
電話：225-1532（内線：4512） 

当日の聴講や取材を希望される場合は、必ず事前のご連絡をお願いいたします。 



“新時代”の働き方を考える8のヒント

講義スケジュール

4 12/ （金）
株式会社Nextremer 
代表取締役CEO 向井 永浩氏 人工知能と地域の可能性

課題先進地域・能登に学ぶ

情熱を持って仕事に打ち込むことの大切さ

石川発、業界に変革をもたらすテクノロジー

ビジネスを創造するという行為に込める思い

日本のローカルが秘める潜在的な可能性

地方創生

僕はミドリムシで世界を救うことに決めました。

藤岡 慎二氏

株式会社幻冬舎
編集者 箕輪 厚介氏

株式会社ルバンシュ 
代表取締役 千田 和弘氏

株式会社スマイルズ 
代表取締役社長 遠山 正道氏

株式会社ディスカバー・ジャパン 
統括編集長 高橋 俊宏氏

月刊『ソトコト』
編集長 指出 一正氏

株式会社ユーグレナ 
代表取締役社長 出雲 充氏

4 19/ （金）

4 26/ （金）

5 10/ （金）

5 17/ （金）

5 24/ （金）

5 31/ （金）

6 7/ （金）

一 流 有 識 者 に よ る オ ム ニ バ ス 講 義
各業界で活躍するプロフェッショナルやリーダーが仕事に懸ける想いやビジョンを「本気で」語ります！

各講義終了後に講師との交流会を予定しています。講義中には質問できなかったことを、膝を突き合わせて聞いてみませんか。

場所：中央図書館2階 国際交流ラウンジ ※お申込みは不要です。

北陸大学
経済経営学部教授

仕事論
2040年の

2019年アントレプレナーシップⅠ

金沢大学 角間キャンパス
総合教育講義棟 Ａ１講義室

全8回 金曜5限
午後４時３０分～午後6時

定員

200名
受講方法は裏面を

ご確認ください



受講方法

講師ラインナップ

向井 永浩氏
株式会社Nextremer 代表取締役CEO

2019年4月、石川県、金沢大学、いしかわ学生定着推進協議会が連携し、全8回の公開講座を開講します。毎回、様々な分野で活躍

するプロフェッショナルやリーダーが、それぞれの立場から「これからの時代の働き方」について熱く語ります！ 2040年（これから）の

社会を担う学生の皆さんに、自分なりの「働き方」を見つけてもらうためのスペシャルコンテンツです。

共通教育科目（自由履修科目）として登録
①金沢大学ポータルサイトに接続（1年生Q1は別途指示）

②学務情報サービス上の履修登録から登録

公益社団法人 大学コンソーシアム石川　TEL:076-223-1633

本講座に関するお問い合わせ

石川県 商工労働部 人材確保・定住政策推進室 076-225-1532 e191300a@pref.ishikawa.lg.jp

※履修登録や単位認定に関するお問い合わせは、在籍する大学の学務担当係へお願いいたします。

主催：石川県、金沢大学、いしかわ学生定着推進協議会

https://ilas.w3.kanazawa-u.ac.jp/students/lecture/

https://www.ucon-i.jp/newsite/city-college/syakaijin1.html

シティカレッジ開講科目として登録
❶シティカレッジ特別聴講学生出願表（学生用）を記入

❷第1回授業時に出願表を担当教員に提出

❸担当教員から選考結果欄に「可」、押印を得る

❹金沢大学 基幹教育学務係窓口（総合教育講義棟2階）に

　出願表を提示し、受講する旨を申し出る

❺押印等を得た出願表を在籍する大学（自分の大学）の教務担当窓口へ提出

https://www.ucon-i.jp/newsite/city-college/gakusei.html

岐阜県中津川市出身。金沢大学卒業後、大手国内メーカーでのSE、ITベン

チャーでの新規事業立ち上げ等を経て、2012年10月Nextremerを創業。テクノ

ロジーの社会実装を目的に、自然言語処理を活用した対話システム構築事業およ

び、画像認識・解析技術を用いたアルゴリズム構築事業を行う。さらに量子コン

ピューター等の先進技術の研究開発や他企業との共同研究を推進し、既存の構

造を乗り越え多くの方にテクノロジーをとどける仕組みを構築している。

高橋 俊宏氏
株式会社ディスカバー・ジャパン　Discover Japan 統括編集長

建築やインテリア、デザイン系のムックや書籍など幅広いジャンルの出版を手掛

ける。2008年に日本の魅力、再発見をテーマにした雑誌「Discover Japan」を

創刊。

雑誌を通して地方活性の活動にも積極的に関わる。高岡クラフトコンペティショ

ン審査員、場所文化フォーラム理事、京ものユースコンペティション（京都市）審

査員、高山市観光経済アドバイザー、環境省グッドライフアワード実行委員、地

域ブランディング協会 代表理事。

千田 和弘氏
株式会社ルバンシュ　代表取締役

1965年金沢市生まれ。

1984年、父親の経営する食品研究会社に入社後、大手食品会社の新商品開

発などに携わる。会社方針により、化粧品開発に着手した際、化粧品原料の安全

性に疑問を抱き、1990年、化粧品メーカーのルバンシュを設立。「口に入っても安

全な化粧品作り」を目指し自然派化粧品を生み出す。2009年、「元気なモノ作り

中小企業300社」に選定。2013年、「日本でいちばん大切にしたい会社大賞」審

査委員会特別賞を受賞。

遠山 正道氏
株式会社スマイルズ　代表取締役社長

1962年東京都生まれ。慶應義塾大学商学部卒業後、85年三菱商事株式会社入社。2000

年株式会社スマイルズを設立、代表取締役社長に就任。現在、「Soup Stock Tokyo」のほか、

ネクタイ専門店「giraffe」、セレクトリサイクルショップ「PASS THE BATON」、ファミリーレストラ

ン「100本のスプーン」、コンテンポラリーフード＆リカー「PAVILION」、海苔弁専門店「刷毛じょう

ゆ 海苔弁山登り」を展開。「生活価値の拡充」を企業理念に掲げ、既成概念や業界の枠にとら

われず、現代の新しい生活の在り方を提案している。近著に『成功することを決めた』（新潮文

庫）、『やりたいことをやるというビジネスモデル-PASS THE BATONの軌跡』（弘文堂）がある。

箕輪 厚介氏
株式会社幻冬舎・編集者

2010年双葉社に入社、ファッション雑誌の広告営業として四年間、タイアップや

商品開発、イベントなどを企画運営、『ネオヒルズジャパン』与沢翼創刊。2014年か

ら編集部に異動し『たった一人の熱狂』見城徹/『逆転の仕事論』堀江貴文/『空

気を読んではいけない』青木真也。2015年7月に幻冬舎に入社。東洋経済オンラ

イン、アドタイでコラム。オンラインサロン運営、堀江貴文大学校で特任教授など。

指出 一正氏
月刊『ソトコト』編集長

1969年群馬県生まれ。上智大学法学部国際関係法学科卒業。雑誌『Outdoor』編集部、

『Rod and Reel』編集長を経て、現職。島根県「しまコトアカデミー」メイン講師、静岡県

「『地域のお店』デザイン表彰」審査委員長、奈良県「奥大和アカデミー」メイン講師、奈良

県下北山村「奈良・下北山 むらコトアカデミー」メイン講師、福井県大野市「越前おおの み

ずコトアカデミー」メイン講師、和歌山県田辺市「たなコトアカデミー」メイン講師、高知県・津

野町「地域の編集学校 四万十川源流点校」メイン講師をはじめ、地域のプロジェクトに多く

携わる。内閣官房まち・ひと・しごと創生本部「わくわく地方生活実現会議」委員。内閣官房

「水循環の推進に関する有識者会議」委員。環境省「SDGs人材育成研修事業検討委員

会」委員。内閣官房まち・ひと・しごと創生本部「人材組織の育成・関係人口に関する検討

会」委員。著書に『ぼくらは地方で幸せを見つける』（ポプラ新書）。趣味はフライフィッシング。

出雲 充氏
株式会社ユーグレナ 代表取締役社長

駒場東邦中・高等学校、東京大学農学部卒業後、2002年東京三菱銀行入行。

2005年株式会社ユーグレナを創業、代表取締役社長就任。同年12 月に、世界

でも初となる微細藻類ミドリムシ（学名：ユーグレナ）の食用屋外大量培養に成

功。世界経済フォーラム（ダボス会議）Young Global Leader、第一回日本ベン

チャー大賞「内閣総理大臣賞」(2015年)受賞。著書に『僕はミドリムシで世界を救

うことに決めた。』（小学館新書）がある。

藤岡 慎二氏
北陸大学経済経営学部教授・地域連携センター長、

総務省地域創造アドバイザー、（株）Prima Pinguino代表取締役

慶應義塾大学院ＳＦＣ政策・メディア研究科修了。20年間の現場での指導経験を持ち、小・中・
高・大・社会人まで指導。大学院での研究がきっかけでキャリア教育や推薦・ＡＯ入試対策、社会人
基礎力の指導や教材・プログラム開発を大手大学受験、予備校や高校・大学で通信教育大手の
ベネッセコーポレーションでも教材開発アドバイザーを務めた塾・予備校の再生事業にも参画して
いる。現在は行政・自治体と協働、教育を通じた地域活性化に取り組んでいる。参画した島根県立
隠岐島前高校魅力化プロジェクトは、離島中山間・僻地の公立高校のモデルとして全国でも有名。
テレビや雑誌など多くのメディアに取り上げられている。近年は教育に限らず、定住促進や若者の自
立支援事業も実施している。現在、北海道、福島県、新潟県、長野県、大阪府、島根県、広島県、岡
山県、沖縄県の高校で魅力化プロジェクトを実践中。総務省地域力創造アドバイザーに選出。ノー
ベル平和賞を受賞したムハマド＝ユヌス博士が認めるソーシャルビジネス企業に認定されている。

“新時代”の働き方を考える8のヒント

2040年の

金沢大学

学生

下記にお問い合わせください社会人の方
シティカレッジ
聴講生

他大学

学生

MAILTEL
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